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   Ｈ０４Ｎ   7/32     (2006.01)
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   Ｈ０３Ｍ   7/36    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月29日(2008.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１１】
　前記符号化手段は、
　　最上位のビットプレーンのビット位置をＮmax、ｎ（０≦ｎ≦Ｎmax）番目のビットプ
レーンの符号化データをＣ（ｎ）、その符号化データ量をＬ（Ｃ（ｎ））、１フレームの
許容符号量を示す閾値をＴとしたとき、
　ΣＬ（Ｃ（Ｎmax－ｋ））≦Ｔ
を満たす最大値ｋまでの符号化データＣ（Ｎmax）,Ｃ（Ｎmax－１）、…、Ｃ（Ｎmax－ｋ
）を有効な符号化データとして出力し、符号化データＣ（０）、…、Ｃ（Ｎmax－ｋ－１
）まで破棄することを特徴とする請求項１０に記載の動画像符号化装置。
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